
 

 

一般社団法人群馬県経営者協会 教育委員会 

第43期 フォアマン研修会 
 

 

  「フォアマン」とは「監督者」を意味します。 
  第一線の監督者は、仕事の面でも、また人間関係の面でも、職場の要です。その働きぶりが、企業

の成果・業績に大きく影響することは言うまでもありません。一方で、新しく監督者という立場にな

った人をはじめとして、監督者の役割に疑問や不安を感じつつ日々を過ごしている人もいるでしょう。 

監督者のための研修として当協会が開発した「フォアマン研修会」は、回を重ねること今年で43期

目を迎えます。以下に、その特長的な内容をご紹介します。 
 

 長期にわたる動機づけ 

「研修に参加させたが、全然変化がない。いったい何をやってきたのだろうか･････」という嘆き

を耳にすることがあります。特にマインド研修はスキル研修と異なり、即効性のあるものではあり

ませんから、“研修参加”＝“目にみえる変化”とはいかないのが当然かもしれません。逆に言う

と、それなりのショックや刺激を受けない限り、たった１度の研修参加により人間性がすっかり変

わるということも考えにくいことです。その点、このフォアマン研修会は、約６か月間・全10会合

にわたるロングランですので、参加者は長期的に刺激を受け続けることになります。この「長期的」

ということが、態度形成・意識改革に必要な要因となります。 
 

 「他流試合」「異業種交流」「人脈形成」の場 

長期間にわたって同じ職場・同じメンバーで仕事をしていると、どうしても“井の中の蛙”になり、

視野が狭くなってしまいます。この研修に参加し、グループ討議などで他の企業の監督者と接する

ことにより、自分自身や自分の職場の在り方について考える“ヒント”や“気づき”を得られます

し、業種の異なる企業の監督者との意見交換を通じて、異なる考え方・言葉を知ることで、視野が

広がるきっかけにつながります。また、他の企業の監督者との人脈形成にもつながりますし、グル

ープ討議を経験することによって、討議の進行や発表のスキルも向上します。 
 

 講師は地元企業から 

フォアマン研修会では講師のことをコーディネーターと呼んでいます。そして各会合のコーディネ

ーターは、それぞれが地元の有力企業(様々な業種)で人事・教育関係に携わっている方々です。地

元の企業で育ち、人事・教育問題等に対応し、苦労されている方々による研修は、プロの研修講師

にはない味わいと共感があります。 
 

 グループ討議がメイン、体験は歩行ラリーで 

フォアマン研修会は一方的な講義形式ではなく、グループ討議がメインです。また、第５会合の歩

行ラリー研修では、体験学習を取り入れています。ラリーの実体験を通じて、情報共有やチームワ

ークの重要性等を肌で感じ、“体得“していただきます。普段は運動とは縁遠い人、いささか斜に

構えている人も、この「歩行ラリー研修」には夢中になり、熱心に取り組むから不思議なものです。 
 

 グループ課題を職場で実践 

グループごとに設定した課題を、参加者が各自の職場で実践し、毎会合終了後にその進捗状況等に

ついて討議をします。第２会合で施策を策定し、以降ＰＤＣＡを回して行くというものです。最終

第10会合では、半年間の課題実行の成果を、全員の前で発表し、研修を締めくくります。 
 

 ＴＷＩ修了済みが前提 

監督者訓練のひとつである「ＴＷＩ」(ＴＷＩ－４Ｊ 10時間訓練講習会)が修了済みであることが、

フォアマン研修参加の前提となります(なお、ＴＷＩを修了していない参加者のために、別途特別

講習会を開催します)。 
 

 伝統ある研修 

今期で43期を迎えるこのフォアマン研修会は、述べで2,000人近くの修了者を輩出しています。40

年以上続く伝統を守りながらも、時代の変化に合わせて常に内容を見直し発展させています。 
 

６月スタート 業種や性別問わず 

ご参加いただけます 



第43期フォアマン研修会 各会合のあらまし 
 

日程 テーマ・内容 

第１会合 

平成30年 

６月14日(木) 

期待されるフォアマン 
フォアマン(監督者)に対して会社が期待している基本的な役割と使命、取り巻く環

境の変化について認識する。また、コース全体の概観を把握する。 

第２会合 
７月12日(木) 

～13日(金) 

グループ課題設定 【合宿】 
職場を活性化するためのグループ課題の設定を行う。系統図の作成を通じて、技法

の習得はもちろん、物事を真剣にかつ精緻に考えることを実践で身につける。 

第３会合 

７月25日(水) 

組 織 運 営 
組織運営や報連相のポイント、ゲームを通じて合理的な話し合いをするための重要性

について学習する。 

第４会合 

８月23日(木) 

部  下  育  成 
部下育成の必要性・重要性およびその方法について、ケーススタディを交えて学習

する。また、部下等ヘの接し方、ＯＪＴの方法についても合わせて学ぶ。 

第５会合 
９月６日(木)  

～７日(金) 

歩行ラリー研修 【合宿】 
事実を事実として直視することの難しさと大切さ、情報共有の価値、チームワーク

の重要性(チームで物事を達成することの意義)等について、体験を通して学び取る。 

第６会合 

９月20日(木) 

職場のコミュニケーション 
人間関係の基本であるコミュニケーションの意義と留意点について、コミュニケー

ションゲームを通して体得する。 

第７会合 

10月５日(金) 

カウンセリングマインド 
他人の気持ちや態度を把握する上で重要となることはもちろん、その他の場面でも

監督者の態度として必要な「傾聴」、メンタルヘルス等について学ぶ。 

第８会合 

10月17日(水) 

リーダーシップ 
職場のリーダーとして、職場を活性化するには何が必要か、また、リーダーシップ

とは何か、リーダーシップとパワハラの違い等について学習する。 

第９会合 

11月７日(水) 

自  己  革  新 
自己啓発、さらに自己革新の必要性を学び、その前提として、現在の自分を様々な

角度から把握する。また、今後の人生の計画を立てる。 

認定試験 

11月14日(水) 
(研修内容についての筆記試験および論文試験) 

追試験 

11月20日(火) 
(認定試験不合格者のための追試験) 

第10会合 

11月30日(金) 

グループ課題達成発表会 
第２会合で課題を設定し、毎会合後に実施してきたグループ討議および自職場での

実践の結果について発表し、今後の決意表明をする。 

認 定 式 
(認定証の授与、優秀者への表彰、懇親会等) 

 

 上記会合の日程・内容等は変更となる場合がありますので、ご了承ください。 
 

 毎会合参加後に、レポートを提出していただきます。 
 

 ＴＷＩ－４Ｊを修了していない場合は、上記の会合の他に「ＴＷＩ特別講習会」(７月４日または５日)

に参加していただきます。 



開 催 要 領 
日  程 ： 第１会合:平成30年６月14日(木) ～ 第10会合:11月30日(金) 《原則として9:30～17:00》 

場   所 ： 

原則として「前橋テルサ」(前橋市千代田町2-5-1) 

但し第２会合(合宿)は「ＪＡぐんま研修センター」(前橋市江木町1085-1) 

第５会合(合宿)は「研修センターリバーサイド」「ヘルシーパル赤城」(渋川市赤城町) 

第10会合・認定式は「前橋テルサ」(前橋市千代田町2-5-1) 

※各会場は変更する場合がありますので、ご了承ください。 

定   員 ： 60名(最少催行人員30名) ※最少催行人員に達しない場合、中止させていただくことがあります。 

対 象 者 ： 初級監督者・監督者候補者 ≪業種・職種・性別は問いません≫ 

参 加 費 
( 税 込 ) 

： 

《ＴＷＩ－４Ｊ修了済》  会員企業:１名 124,200円  会員外企業:１名 186,300円 
 

《ＴＷＩ－４Ｊ未修了》  会員企業:１名 129,600円  会員外企業:１名 194,400円 
 

※ＴＷＩ－４Ｊで１つでも修了していないコースがある場合は、未修了価格となります。 

フォアマン研修会の期間中に10時間訓練を修了予定の場合は、修了済価格となります。 

※参加費には、消費税の他、資料代、昼食代、宿泊費用・懇親会費用がすべて含まれています。 

申込方法 ： 
①下記参加申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸやメール等でお送りください。 

②開催が決定しましたら、参加費のご請求書等をお送りいたします。 

申込締切日 ： 平成30年５月25日(金) ※定員になり次第締め切ります。 

注意事項 ： 

①フォアマン研修会は通いとなります。原則すべての会合に参加しなければ認定できません

ので、ご注意ください。 

②会合の時間は9:30～17:00が原則ですが、合宿を伴う第２・第５会合、認定試験、第10会合・

認定式は時間が異なります。詳細は別途お知らせいたします。 

③筆記用具等は各自ご持参ください。 

④参加費ご入金後の返金はいたしません。また、締切日以後のキャンセルの場合は、資料代

等が発生するため、全額ご請求いたします。 

お問合せ先 ： 
一般社団法人群馬県経営者協会 担当 金野 和正(こんの かずまさ) 

TEL:027-234-2770 FAX:027-234-2771 E-mail:konno@gunkeikyo.net  
 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 
一般社団法人群馬県経営者協会行 

FAX:027-234-2771 
 

「第43期フォアマン研修会」参加申込書(会員用) 

会 社 名  Ｔ Ｅ Ｌ 
 

所 在 地 
〒 

Ｆ Ａ Ｘ  

担 当 者 氏 名  
所 属 

役 職 
 E - m a i l  

 

参加者氏名(ふりがな) 所属・役職 
ＴＷＩ－４Ｊ修了の有無 

(修了済のコースを○で囲んでください) 

(              )  ＪＩ  ＪＲ ＪＭ ＪＳ 

(              )  ＪＩ  ＪＲ ＪＭ ＪＳ 

(              )  ＪＩ  ＪＲ ＪＭ ＪＳ 

(              )  ＪＩ  ＪＲ ＪＭ ＪＳ 

(              )  ＪＩ  ＪＲ ＪＭ ＪＳ 

(              )  ＪＩ  ＪＲ ＪＭ ＪＳ 

 



≪会場地図≫ 前橋テルサ(前橋市千代田町2-5-1 TEL:027-231-3211) ※駐車場有 

 

≪研修風景≫ 

 

 

ミツバ、ナカヨ、澤藤電機、小倉クラッチ、吉野工業所、富士スバル、八木工業、ＮＳＫス

テアリングシステムズ、サンデンホールディングス、理研鍛造、星野物産、モミモ、群馬ヤ

クルト販売、ぐんま安全教育センター、藤生製作所、上電通運、タツミ、クシダ工業、東葉

電機製作所、デンカ、カネコ種苗、赤城自動車教習所、ウエノテクニカ、両毛システムズ、

大嶋電機製作所、大西ライト工業所、コガックス、富士ゴム工業、森傳、千代田製作所、イ

チタン、きのした、サンユー、ミツバロジスティクス、日本精工、群馬県埋蔵文化財調査事

業団、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸES内装建材、TI Automotive Japan Gunma、オギハラ、桐生工業、第一石鹸、

東京鋳造所、フジアイタック、オオサワ、馬場家具 他 

 

 

  
【会合の様子】 【歩行ラリー研修】 

フォアマン研修会 過去の参加企業(敬称略・順不同) 

※フォアマン研修会はこれまで業種(製造業・非製造業)を問わず、県内主

要企業の監督者(候補者)にご参加いただいています。また、過去に女性

の参加者もいましたので、業種や性別を問わずご参加ください。 


